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防虫面だけで考えると弱陽圧環境で十分であるといえ
ますが、風に向かって進む性質（走風性）を持つ虫や、
臭い等その他の要素に誘引される虫には効果がでにくい
場合があります。また、過度な陽圧は扉やシートシャッ
ターに負担をかける可能性があるため、ご注意ください。

建物の給気と排気のバランスは重要です。給気量より
も排気量が多くなると足りない空気はどこかから引っ
張ってくることになります。その空気が屋外の汚れた空
気だったら…。

そこで当社では、排気ファンと開口部を持つ工場模型
を用意し、開口部の風速に応じてどのように虫の侵入数
が変化するのかの調査を⾏いました。

結果は以下のようになりました。
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⽬に⾒えない⾵の流れ、把握していますか？

こういった問題に気が付くために
は気流の可視化が特に有効です。工
場の場合、竣工時は給排気のバラン
スが取れた状態であったのに、設備
の経年劣化や増設、建物の増改築な
どによってバランスが崩れてしまっ
ている場合があります。季節や時間
帯によっても変化するため、工場の
気流マップを作成して、現状を把握
することをおすすめします。

弊社では差圧計などを使った気流
調査や給排気設備の提案を⾏ってい
ます。気流やそれに関する設備につ
いてお悩みの場合はお気軽にお問い
合わせください。

窓の近くで隙間風を感じる、シー
トシャッターが膨らんでいる、そん
なことはないですか？その原因は気
流（空気の流れ）かもしれません。

気流は気圧の⾼い所から低い所へ
と空気が流れることで発生し、建物
内では主に給気・排気設備の稼働に
よって生まれます。空気は無色透明
なため、気流は⽬視することができ
ません。そのため、防虫や防菌、防
塵の面で気流が思わぬリスクとなっ
てしまう場合があります。

建物内での気流の役割は⼤きく①
換気、②流入防⽌の2つです。

①換気は普段の生活でも活用する身
近な方法ではないでしょうか。②流
入防⽌はクリーンルームをイメージ
すると分かりやすいかと思います。

給排気設備の位置が適切でなかっ
たり、何らかの理由で給気と排気の
バランスが崩れてしまったりすると、
これらの役割が弱くなってしまう場
合があります。例えば前者の例です。
図1右のように給排気設備が近接して
いると、十分な換気ができない場合
があります（ショートサーキット）。

また、給気設備のフィルタの⽬詰
まりによって室内への給気量が減少
し、②流入防⽌の役割を果たせなく
なった事例もあります。この事例で
は本来、陽圧環境だったはずの充填
室が陰圧になってしまい、充填室内
に虫の流入を許してしまいました。

陰圧環境で虫の捕獲が増える！？

図1：正常な換気とショートサーキット現象

図2：気流マップの例 (赤字は差圧[Pa])
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図4：開口部風速と虫の侵入数の関係

隙間風速が内向きの場合、風速が速くなるにつれて侵入数が増えた
結果①

隙間風速-0.3〜-0.4m/sを境にして、侵入数が⼤幅に増えた
結果②
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図3：工場模型のイメージ
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